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２　デザイン学部の概要

1）　特色
　デザイン学部では、大学の特色を踏まえ、幅広い職業人の育成を行うことを基盤とし、デザイン
という特定の専門分野の教育研究を通じて、社会に貢献することを特色としている。具体的には、
優秀で創造的な人材を社会に輩出するほか、企業との共同研究や受託研究といった産学連携、個人
の創造性・スキルに基盤を置き、知的資産によって価値を生み出す創造的な産業の振興などを通じ
て社会に貢献するものである。
　したがって、デザイン学部では、平成17年1月中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」
の「高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化」にある七つの機能のうち、「幅広い職業人養成」
を主軸とするほか、デザインという「特定の専門的分野の教育・研究」及び「社会貢献機能」に比
重を置いて教育研究に取り組むことを特色としている。

2）　教育目的
　デザイン学部では、次のような人材の育成を目的とする。
①　幅広いデザイン能力を持った人材の育成
　デザインの基礎的な理論や技術について幅広く教育を行い、高度な職業人に必要なデザイン能
力を持った人材を育成する。
②　人間中心の視点に立ったデザインに取り組める人材の育成
　造形の基盤となる芸術的要素に機能の基盤となる工学的要素を融合させ、人にやさしいデザイ
ンや使いやすいデザインなど、人間中心の視点に立ったデザインに取り組むことのできる人材を
育成する。
③　地域社会に貢献できる人材の育成
　時代や社会の要請を的確に捉えた教育研究に取り組むとともに、地域産業や芸術・文化の振興
を始め、都市機能や都市景観の向上など、まちづくり全体に幅広く貢献する人材を育成する。

3）　育成する人材像
　札幌市においては、IT産業に代表される札幌の産業特性に対応したデザイン分野や、積雪寒冷
という札幌の気候風土に着目したデザイン分野など、地域社会に密着した産業の振興への取組が特
に重要視されており、こうした取組に対応できる幅広いデザイン能力を持った職業人が求められて
いる。
　デザイン学部では、そうした社会の人材需要にこたえるとともに、教育目的を達成するため、次
の能力を備えた人材を育成する。
①　高いコミュニケーション能力
　的確に意思疎通を図り、豊かな人間関係を形成することができる能力のほか、海外とのコミュ
ニケーションに必要な実用的な英語能力、高度情報化社会に不可欠な情報処理能力を養う。
②　課題探求能力と問題解決能力
　社会の課題やニーズを自ら探求する能力と、その問題をデザインによって解決することのでき
る能力を養う。
③　デザインの基礎となる表現力
　豊かな感性を涵養するとともに、創造的な発想と豊かな表現力を養う。
④　人間や環境に配慮したデザイン能力
　人間にとって使いやすいデザインや環境への負荷に配慮したデザインを行う能力を養う。
⑤　新たな価値を発見する柔軟な発想
　固定観念にとらわれず、さまざまな視点からデザインに取り組むことのできる柔軟な発想を養う。
⑥　企画力や管理・運営能力
　デザインを実践的に活用することのできる企画力や管理・運営能力を養う。


